
令和5年（2023年）7月12日に
富山県で発生した線状降水帯について

・線状降水帯による大雨の状況とその要因
・発表された防災気象情報の内容
・今後の課題

2023(R5)年度メディア説明会
2023年8月29日（火）
於富山河川国道事務所
富山地方気象台

資料ー1



線状降水帯による大雨の状況とその要因
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気象状況 富山地方気象台
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朝鮮半島から東北地方にのびる梅雨前線が、7月12日から13日朝にかけて北陸地方
へ南下。前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、また北陸地方の上空に寒気が
南下したため、大気の状態が非常に不安定となった。
・富山県では、12日夜遅くから13日未明にかけて線状降水帯が形成され、「顕著な大
雨に関する富山県気象情報」を発表。
・富山県では記録的な大雨となり、広い範囲で「土砂災害警戒情報」を発表し、13日
未明に「小矢部川氾濫危険情報」を発表した。
・アメダスの観測では、24時間降水量において、砺波、秋ヶ島など、統計開始以来の
極値を更新した。
地上天気図 2023年7月12日21時

上空約5500m
氷点下6度

地上天気図は速報版

地上天気図 2023年7月13日3時



線状降水帯の解析状況

12日20時頃から石川県で発達した雨雲がまとまりはじめ、21時30分には石川県加賀で
「線状降水帯」が解析。
22時00分には富山県西部で、22時30分には富山県東部でも「線状降水帯」が解析。
その後、13日0時20分にかけて「線状降水帯」の解析は継続。

気象状況

（1時間毎の雨量分布）

石川県西海上で線状化した降水が強まる

前線の南下と共に線状降水帯は終息傾向

富山地方気象台
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富山県で「線状降水帯」が解析

解析雨量 12日20時 解析雨量 12日21時 解析雨量 12日22時 解析雨量 12日23時

解析雨量 13日00時 解析雨量 13日1時 解析雨量 13日2時

「線状降水帯」の解析は続く



解析雨量による降水量実況気象状況

13日2時までの解析雨量による6時間降水量分布図

西部で3時間約150ミリ

13日0時までの解析雨量による3時間降水量分布図

東西にのびる梅雨前線の近傍で線状降水帯が形成 ⇒ 集中豪雨が発生

富山地方気象台

（ミリ） （ミリ）
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【1時間毎の解析雨量帳票（ミリ）】※部内限り



大雨要因の考察

寒気

寒気の先端

気象庁メソ解析値

暖かく湿った空気の先端

寒気

高気圧の縁や前線に沿って暖かく湿った空気が流入

高気圧高気圧

寒気

暖湿気 暖湿気

300hPa 気温、高度、風 12日9時

500m高度 相当温位 12日9時

上空の気圧の谷と共に寒気が南下
300hPa 気温、高度、風 12日21時

500m高度 相当温位 12日21時

衛星水蒸気画像動画 12日18時から23時

解析雨量 12日20時30分から23時00分

暖かく湿った空気が
石川県西海上に集中

上空寒気と暖湿気

気象庁メソ解析値

気象庁メソ解析値 気象庁メソ解析値

富山地方気象台
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前線の南から

高気圧の縁から
寒気や暖かく湿った空気の先端で
線状降水帯発生⇒富山県へのびる
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12日午前～13日未明にかけての上空寒気の状況（衛星水蒸気画像）

① ① ①

①
② ②

①

顕著な大雨に関する気象情報
22時9分

解
析
雨
量
帳
票

23時、1時に70ミリ

②



上空寒気 ＋ 暖かく湿った空気の収束 ＝ 線状降水帯の形成

線状降水帯の発生は突発的なため、正確な予想は難しい。
局地的な現象のため、予想には高分解能のモデルが必要。

大雨要因の考察 暖かく湿った空気
前線の南側に流れ込む暖かく湿った空気について

地上付近の湿った空気の先端

海面から多量の水蒸気の補給を
受けて流れ込む

地上 比湿 12日21時

気象庁メソ解析値

前線の南を沿うように流れ込む

500m高度の湿った空気の先端

500m高度 水蒸気フラックス量 12日21時

気象庁メソ解析値

富山地方気象台
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比湿：大気中に含まれる水蒸気量水蒸気フラックス量：水蒸気流入（地上の水蒸気量×風速）

線状降水帯の「湧き出し口」は、
比較的小規模

衛星雲頂強調画像
12日20時55分から22時00分



発表された防災気象情報の内容
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発表された防災気象情報の内容（大雨期間における早期注意情報）
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2023年07月08日17時 2023年07月09日11時 2023年07月09日17時 2023年07月10日11時 2023年07月10日17時

2023年07月11日11時 2023年07月11日17時 2023年07月12日05時 2023年07月12日11時 2023年07月12日17時

12日夕方～13日にかけての早期注意情報が
12日朝には「高」に変化

事前の段階で前線の影響により長期間にわたり、
警報級の可能性「中」の状態が継続していた。



24時間降水量予想と実況
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大雨と雷及び突風に関する北陸地方気象情報 第１４号 2023年 07月 12日 16時 20分
１２日１８時から１３日１８時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で、
新潟県 １５０ミリ
富山県 １５０ミリ
石川県 １５０ミリ
福井県 １５０ミリ

大雨と雷及び突風に関する北陸地方気象情報 第１３号 2023年 07月 12日 05時 12分
12日6時から13日6時までに予想される24時間降水量は、いずれも多い所で、
新潟県 180ミリ
富山県 150ミリ
石川県 120ミリ
福井県 120ミリ

大雨と雷及び突風に関する北陸地方気象情報 第１２号 2023年 07月 11日 16時 07分
その後、１２日１８時から１３日１８時までに予想される２４時間降水量は、いずれも
多い所で、
新潟県 １００から１５０ミリ
富山県 １００から１５０ミリ
石川県 １００から１５０ミリ
福井県 １００から１５０ミリ

実況解析雨量 R24 

7/13 06:00JST

12日夕方：新潟県150ミリ（－30）
石川県・福井県150ミリ （＋30）

村上市付近

12日明け方：新潟県180ミリ
＊12日明け方の段階では新潟県村上市付近
で多い積算雨量を見込んでいた。

昨年2022年8月4日未明
新潟県村上市



梅雨前線による大雨に関する説明会 令和5年7月12日（水） 11時頃～
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線状降水帯発生予想は無かったが、
前線による大雨災害に対する注意喚起を行った。



12日昼の段階での気象台の見込み

13土砂災害を中心に警報級を見込む



12日夕方の時点の注意報・警報 、 気象情報での雨量予想
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大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２０号 (発表)
2023年 07月 12日 17時 08分 富山地方気象台

［雨の予想］
１２日に予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、
東部 ４０ミリ
西部 ４０ミリ

１３日に予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、
東部 ４０ミリ
西部 ４０ミリ

１２日１８時から１３日１８時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で、
東部 １５０ミリ
西部 １５０ミリ

富山県気象警報・注意報
令和５年７月１２日１６時１５分 富山地方気象台発表

（注意警戒事項）
富山県では、土砂災害に警戒してください。

［気象警報・注意報（市町村等をまとめた地域等）］

東部南 ［発表］大雨（土砂災害）警報［継続］雷，洪水注意報
東部北 ［継続］大雨（土砂災害）警報，雷，洪水注意報
西部北 ［継続］大雨，雷，洪水注意報
西部南 ［発表］洪水注意報［継続］大雨（土砂災害）警報，雷注意報

［気象警報・注意報（市町村等）］

富山市 ［発表］大雨（土砂災害）警報［継続］雷，洪水注意報
特記事項 土砂災害警戒 浸水注意
土砂災害 警戒期間 １２日夜のはじめ頃から １３日夕方にかけて 以後も続
く

注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
浸水 注意期間 １２日夜のはじめ頃から １３日明け方まで
１時間最大雨量 ４０ミリ

雷 注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
洪水 注意期間 １３日明け方まで
付加事項 竜巻 ひょう

高岡市 ［継続］大雨，雷注意報
特記事項 土砂災害注意 浸水注意

１２日夜遅くまでに大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い
土砂災害 警戒期間 １２日夜遅くから １３日夕方にかけて 以後も続く
注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く

浸水 注意期間 １２日夜のはじめ頃から １３日明け方まで
ピークは１２日夜のはじめ頃
１時間最大雨量 ４０ミリ

雷 注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
付加事項 竜巻 ひょう

砺波市 ［継続］大雨，雷注意報
特記事項 土砂災害注意

１２日夜遅くまでに大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い
土砂災害 警戒期間 １２日夜遅くから １３日夕方にかけて 以後も続く
注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く

雷 注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
付加事項 竜巻 ひょう

南砺市 ［発表］洪水注意報［継続］大雨（土砂災害）警報，雷注意報
特記事項 土砂災害警戒 浸水注意
土砂災害 警戒期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く

浸水 注意期間 １２日夜のはじめ頃から １３日明け方まで
ピークは１２日夜遅く
１時間最大雨量 ４０ミリ

雷 注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
洪水 注意期間 １２日夜遅くから １３日明け方まで
付加事項 竜巻 ひょう

朝日町 ［継続］大雨（土砂災害）警報，雷，洪水注意報
特記事項 土砂災害警戒
土砂災害 警戒期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く

雷 注意期間 １３日夕方にかけて 以後も続く
洪水 注意期間 １３日明け方まで
付加事項 竜巻 ひょう

昼の見込みを概ね踏襲



7月12日18時から13日18時にかけて出現したキキクル最大危険度と解析雨量（24時間）

浸水・洪水もL4の現象に



気象情報等について（富山県）
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2023/7/12 17:08 大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２０号
2023/7/12 21:10 富山県土砂災害警戒情報 第１号
2023/7/12 21:25 富山県土砂災害警戒情報 第２号
2023/7/12 21:40 富山県土砂災害警戒情報 第３号
2023/7/12 21:50 富山県土砂災害警戒情報 第４号
2023/7/12 22:09 顕著な大雨に関する富山県気象情報 第１号
2023/7/12 22:11 大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２１号【図情報】
2023/7/12 22:39 顕著な大雨に関する富山県気象情報 第２号
2023/7/12 23:30 小矢部川氾濫警戒情報 第１号
2023/7/12 23:41 大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２２号
2023/7/13 0:45 小矢部川氾濫警戒情報 第２号
2023/7/13 0:55 小矢部川氾濫危険情報 第３号
2023/7/13 01:10 洪水キキクル 黒格子出現（実況）
2023/7/13 1:20 小矢部川氾濫危険情報 第４号
2023/7/13 4:15 小矢部川氾濫危険情報 第５号
2023/7/13 6:04 大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２３号

大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第２２号 (発表)
2023年 07月 12日 23時 41分 富山地方気象台

（見出し）
富山県では、線状降水帯による非常に激しい雨が続いています。引き続き、
富山県では、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に
警戒してください。

（本文）
［気象状況と予想］
梅雨前線が、朝鮮半島から東北地方へのびています。前線は、１３日
にかけて北陸地方まで南下する見込みです。前線に向かって暖かく湿った
空気が流れ込むとともに、北陸地方の上空約５５００メートルには、氷
点下６度以下の寒気が南下しているため、１３日にかけて大気の状態が
非常に不安定となる見込みです。
富山県では、線状降水帯による非常に激しい雨が続いています。富山
県では、１３日明け方にかけて雷を伴って１時間に５０ミリの非常に激し
い雨が降り警報級の大雨となる所があるでしょう。
その後、１４日にかけても前線や暖かく湿った空気の影響で警報級の大
雨が続くおそれがあります。

顕著な大雨に関する富山県気象情報 第１号 (発表)
2023年 07月 12日 22時 09分 富山地方気象台
（見出し）
富山県西部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。
命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

顕著な大雨に関する富山県気象情報 第２号 (発表)
2023年 07月 12日 2２時 ３9分 富山地方気象台
（見出し）
富山県東部、西部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いて
います。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まって
います。



今後の課題
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「線状降水帯の発生は突発的で、いつどこで強雨に
なるのかの正確な予想は難しい。
局地的な現象のため、予想には高分解能のモデルが
必要と予想される。」

線状降水帯発生を予測することはできるのか？

発生地点は局所的



線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、水蒸気観測
等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進める。

順次反映

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルによる予測精度
向上等を早期に実現するためのスーパーコンピュータシステムの整備
• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、関連実験設備（風洞）の強化
• 「富岳」を活用した予測技術開発

• 陸上観測の強化
• 気象衛星観測の強化
• 局地的大雨の監視の強化
• 洋上観測の強化 次期ひまわり

（令和10年度めどに打上げ）
気象レーダー

海洋気象観測船ラジオゾンデ
（水素ガス浮揚）

高層気象観測装置マイクロ波放射計 アメダス(湿度計追加)

予測の強化

観測の強化

スーパーコンピュータ「富岳」
気象庁スーパー
コンピュータシステム

線状降水帯予測精度向上等に向けた取組：予想の精緻化

R5年度
の改善

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

「線状降水帯予測コンピュータ」

R5年
水平解像度2㎞

R7年
水平解像度１㎞



今後の課題
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・事前に予想の難しかった現象にどう対処できるか？

今年の事例：６月2日台風2号事例の線状降水帯

・1㎞高分解能化＋線状降水帯自動検出の改良の試みに期待！


